
【取組内容】 1年生から始める端末の持ち帰り～家庭学習でも「自ら学び、探究できる子」を目指す～

神戸市立若草小学校

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

端末持ち帰りの目的 ①休校・学級閉鎖時にオンライン授業を実施し学びを止めない ②毎日の連絡を端末で行い児童が
端末操作に慣れ、自ら情報を収集する力を養う ③保護者・児童館といった地域の方々にも学校での端末活用の様子を
知らせる。 当初、保護者や教員間にも「荷物が重くなる」といった意見があったが、家でも使う必要性を職員会議で議論し、
現在では全学年が端末を毎日持ち帰っている。生活・授業で日常的に端末を使った上で、学校外でも教育重点目標『自
ら学び、探究できる子どもを育てる』を実現できるよう、以下に挙げる実践例を継続的に行っている。

①Microsoft Teamsでの課題 ③授業の振り返りを家でも行う

次年度は児童の手に
よって更新させたい

家庭でも、
デジタル・シティズンシップ

児童が家庭で作成
したPowerPoint

1年生のうちから
Teamsで課題を実施

②「総合的な学習」 課題の探究

④ゆるやかな「家庭での使い方」

教室掲示、
学校HPにも掲載3年・図画工作科・ふり返り

Microsoft Formsの送信結果
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